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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも一方向に配列された複数のセグメントの各々に対して個別に光照射可能な車
両用前照灯の点灯制御装置であって、
　前方車両の位置を検出する車両検出部と、
　前記前方車両の位置に応じて光照射範囲と非照射範囲とを設定する光照射範囲設定部と
、
　前記光照射範囲及び前記非照射範囲に基づいて、前記複数のセグメントの各々において
、前記非照射範囲に対応した消灯状態であったセグメントのうち、前記非照射範囲の位置
の変化に伴って前記光照射範囲に対応した点灯状態に切り替えられる切替対象セグメント
が複数存在するか否かを判定する切替セグメント判定部と、
　前記非照射範囲の移動方向を、第１時刻における前記非照射範囲の位置と当該第１時刻
より後の第２時刻における前記非照射範囲の位置を比べることによって判定する移動方向
判定部と、
　前記切替対象セグメントが複数存在するときに、当該各切替対象セグメントを点灯状態
に切り替える際の順序を前記非照射範囲の移動方向に対応して設定する点灯時期設定部と
、
　前記光照射範囲及び前記非照射範囲と、前記順序とに基づいて、前記複数のセグメント
を個別に点灯又は消灯させるための配光パターンを形成するための配光制御信号を前記車
両用前照灯へ出力する点灯制御部と、
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を含み、
　前記点灯時期設定部は、前記切替対象セグメントについて、位置変化後の前記非照射範
囲から遠いものから順に時間差を設けて点灯状態に切り替わるように前記順序を設定する
、
　車両用前照灯の点灯制御装置。
【請求項２】
　前記切替セグメント判定部は、前記第１時刻において前記非照射範囲に対応した消灯状
態であったセグメントと前記第２時刻において前記光照射範囲に対応した点灯状態に切り
換えられるセグメントを比べることによって前記切替対象セグメントが複数存在するか否
かを判定する、
　請求項１に記載の点灯制御装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の点灯制御装置とこの点灯制御装置によって制御される車両用前
照灯とを備える車両用前照灯システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、前方車両の位置等に応じた選択的な光照射を行う車両用前照灯の点灯制御技
術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　前方車両（対向車または先行車）を検出し、その前方車両の存在する領域には光を照射
せずにそれ以外の領域には光を照射する配光制御技術が知られている（例えば、特許文献
１参照）。多くの場合、この配光制御では、自車両に設置されたカメラによって自車両前
方を撮影して得られた画像に対して所定の画像認識処理を行うことにより前方車両の位置
が検出される。前方車両の位置は、例えば対向車であればその左右の前照灯の位置で特定
され、先行車であればその左右の尾灯の位置で特定される。このような配光制御を行うこ
とにより、前方車両へグレアを与えることを防ぎ、かつ前方車両の存在しない領域につい
ての視認性を向上させることができる。
【０００３】
　ところで、上記の配光制御では、所定の時間毎に前方車両の位置が検出され、それに応
じて光を照射しない範囲（非照射範囲）が設定され、この非照射範囲に応じて、例えば水
平方向に配列された複数のセグメント（分割領域）のそれぞれに対して光照射を行うもの
と行わないものが決定される。そして、これらセグメントの各々における光照射／非照射
は前方車両の状況に応じて刻々と変動する。例えば、前方車両が左右いずれかへ移動した
場合には、その移動方向に応じて非照射範囲が移動する。このとき、非照射範囲の変動に
伴い、それまで光照射の非対象となっていたセグメントが光照射の対象に切り替わった場
合に、そのセグメントはそれまでの暗い状態から急に明るい状態へと切り替わるため、運
転者等に対して違和感を与える場合がある。このような不都合は、前方車両の移動が大き
いほど顕著になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１３－７９０４４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明に係る具体的態様は、光照射状態の切り替え時における運転者等への違和感を軽
減することが可能な配光制御技術を提供することを目的の１つとする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　本発明に係る一態様の車両用前照灯の点灯制御装置は、（ａ）少なくとも一方向に配列
された複数のセグメントの各々に対して個別に光照射可能な車両用前照灯の点灯制御装置
であって、（ｂ）前方車両の位置を検出する車両検出部と、（ｃ）前記前方車両の位置に
応じて光照射範囲と非照射範囲とを設定する光照射範囲設定部と、（ｄ）前記光照射範囲
及び前記非照射範囲に基づいて、前記複数のセグメントの各々において、前記非照射範囲
に対応した消灯状態であったセグメントのうち、前記非照射範囲の位置の変化に伴って前
記光照射範囲に対応した点灯状態に切り替えられる切替対象セグメントが複数存在するか
否かを判定する切替セグメント判定部と、（ｅ）前記非照射範囲の移動方向を、第１時刻
における前記非照射範囲の位置と当該第１時刻より後の第２時刻における前記非照射範囲
の位置を比べることによって判定する移動方向判定部と、（ｆ）前記切替対象セグメント
が複数存在するときに、当該各切替対象セグメントを点灯状態に切り替える際の順序を前
記非照射範囲の移動方向に対応して設定する点灯時期設定部と、（ｇ）前記光照射範囲及
び前記非照射範囲と、前記順序とに基づいて、前記複数のセグメントを個別に点灯又は消
灯させるための配光制御信号を前記車両用前照灯へ供給する点灯制御部と、を含み、前記
点灯時期設定部は、前記切替対象セグメントについて、位置変化後の前記非照射範囲から
遠いものから順に時間差を設けて点灯状態に切り替わるように前記順序を設定する、車両
用前照灯の点灯制御装置である。
【０００７】
　上記構成によれば、光照射状態の切り替え時における運転者等への違和感を軽減するこ
とが可能となる。
【０００８】
　上記の点灯制御装置において、前記切替セグメント判定部は、前記第１時刻において前
記非照射範囲に対応した消灯状態であったセグメントと前記第２時刻において前記光照射
範囲に対応した点灯状態に切り換えられるセグメントを比べることによって前記切替対象
セグメントが複数存在するか否かを判定する、ことが好ましい。
【０００９】
　本発明に係る一態様の車両用前照灯システムは、上記の点灯制御装置とこの点灯制御装
置によって制御される車両用前照灯とを備える車両用前照灯システムである。
【００１０】
　上記構成によれば、光照射状態の切り替え時における運転者等への違和感を軽減するこ
とが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、一実施形態の車両用前照灯システムの構成を示すブロック図である。
【図２】図２は、移動方向判定部、切替セグメント判定部および点灯時期設定部による情
報処理の内容について説明する概念図である。
【図３】図３は、車両用前照灯システムの動作手順を示すフローチャートである。
【図４】図４（Ａ）、図４（Ｂ）、図４（Ｃ）は、本実施形態の車両用前照灯システムに
よる動作内容の一例を示す概念図である。
【図５】図５（Ａ）、図５（Ｂ）は、比較例の車両用前照灯システムによる動作内容を示
す概念図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下に、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００１３】
　図１は、一実施形態の車両用前照灯システムの構成を示すブロック図である。本実施形
態の車両用前照灯システムは、車幅方向に沿って配列された複数のセグメント（分割領域
）の各々に対して個別に光照射可能なものであり、カメラ１０、車両検出部１１、制御部
１２および一対のランプユニット（車両用前照灯）２０Ｒ、２０Ｌを含んで構成されてい
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る。なお、本実施形態においてはカメラ１０、車両検出部１１、制御部１２が「点灯制御
装置」に対応する。
【００１４】
　カメラ１０は、自車両の所定位置（例えばダッシュボード上、フロントガラス上部等）
に設置され、自車両の前方空間を撮影する。車両検出部１１は、カメラ１０によって撮影
される車両の前方空間の画像に基づいて自車両の前方に存在する前方車両（対向車又は先
行車）の位置を検出する。なお、カメラ１０と車両検出部１１は一体に構成されていても
よい。他方で、車両検出部１１の機能は制御部１２において実現されてもよい。
【００１５】
　制御部１２は、車両検出部１１によって検出される前方車両の位置に対応して選択的に
光を照射するための制御を行うものであり、光照射範囲設定部１３、切替セグメント判定
部１４、移動方向判定部１５、点灯時期設定部１６、点灯制御部１７を有する。この制御
部１２は、例えばＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ等を備えるコンピュータシステムにおいて所定
の動作プログラムを実行することによって構成される。
【００１６】
　光照射範囲設定部１３は、ランプユニット２０Ｒ、２０Ｌによって光照射可能な全範囲
のうち、車両検出部１１によって検出される前方車両の位置を含んだ一定範囲を光の非照
射範囲としてそれ以外の範囲を光照射範囲として設定する。
【００１７】
　切替セグメント判定部１４は、光照射範囲設定部１３によって設定される光照射範囲お
よび非照射範囲に基づいて、各セグメントにおいて、非照射範囲に対応付けられて消灯状
態であったセグメントのうち、非照射範囲の移動によって光照射範囲に対応付けられて点
灯状態に切り替えられるものとなるセグメントが複数存在するか否かを判定する。
【００１８】
　移動方向判定部１５は、光照射範囲設定部１３によって設定される非照射範囲の移動方
向を判定する。
【００１９】
　点灯時期設定部１６は、切替セグメント判定部１４によって消灯状態から点灯状態に切
り替えられるものと判定されたセグメントが複数存在する場合に、それらの点灯タイミン
グ（点灯時期）を移動方向判定部１５によって判定される非照射範囲の移動方向に応じて
設定する。
【００２０】
　点灯制御部１７は、光照射範囲設定部１３によって設定された光照射範囲および非照射
範囲と点灯時期設定部１６によって設定される点灯タイミングに基づいて、各セグメント
を個別に点灯又は消灯させるための配光パターンを形成するための配光制御信号を各ラン
プユニット２０Ｒ、２０Ｌへ出力する。
【００２１】
　各ランプユニット２０Ｒ、２０Ｌは、自車両の前方の左右にそれぞれ配置されており、
制御部１２の点灯制御部１７から供給される配光制御信号に基づいて、前方車両の位置に
応じた配光パターンの照射光を発生させる。このようなランプユニット２０Ｒ、２０Ｌと
しては、選択的な光照射を行い得る限りにおいて種々のランプユニットを用いることがで
きる。具体的には、例えば複数の発光素子（ＬＥＤ）を備え、それらの発光素子を個別に
点消灯させて自車両前方へ照射可能なランプユニットを用いることができる。
【００２２】
　なお、各ランプユニット２０Ｒ、２０Ｌとしては、例えば半導体レーザーを高速に点消
灯させて、その出射光をスキャンして自車両前方へ照射可能なランプユニットを用いるこ
ともできる。あるいは、各ランプユニット２０Ｒ、２０Ｌとしては、光源からの出射光を
遮光板によって部分的に遮ることで所望の配光パターンを形成し、それを自車両前方へ照
射可能なランプユニットを用いることもできる。
【００２３】
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　図２は、移動方向判定部、切替セグメント判定部および点灯時期設定部による情報処理
の内容について説明する概念図である。ここでは一例として、各ランプユニット２０Ｒ、
２０Ｌによって選択的に光照射可能なセグメントの数が１０であり、各セグメントＳ１～
Ｓ１０は、車幅方向（水平方向）に沿って一列に配列されているものとする。
【００２４】
　ある時刻ｔ１において前方車両の位置に応じて光照射範囲設定部１３によって設定され
る非照射範囲が図示のようにセグメントＳ２の左端側からセグメントＳ４の右端側にかけ
ての範囲をもつとする。また、非照射範囲の両側の領域はそれぞれ光照射範囲に設定され
ているものとする。この場合には、点灯制御部１７により、非照射範囲と重なる各セグメ
ントＳ２、Ｓ３、Ｓ４が消灯状態に制御され、各セグメントＳ１、Ｓ５～Ｓ１０が点灯状
態に制御される。この場合に、時刻ｔ１から次の時刻ｔ２の間に前方車両が右方向へ移動
していたとすると、その前方車両の位置に応じて設定される非照射範囲も図示のように右
方向へ移動することになる。したがって、ある時刻ｔ１と次の時刻ｔ２のそれぞれにおけ
る非照射範囲の位置を比べることで、非照射範囲の移動方向を判定することができる。
【００２５】
　また、時刻ｔ１において非照射範囲に対応付けられて消灯状態であったセグメントＳ２
～Ｓ４のうち、非照射範囲の移動（位置変化）によって時刻ｔ２において光照射範囲に対
応付けられて点灯状態に切り替えられるものとなるセグメントをみると、本例ではセグメ
ントＳ２～Ｓ４がそれに該当する。このため、消灯状態から点灯状態に切り替えられるセ
グメントが複数存在すると判定できる。なお、セグメントＳ２、Ｓ３の２つが切り替えら
れる場合もあり、セグメントＳ２の１つが切り替えられる場合もあり得る。
【００２６】
　例えば、各セグメントや非照射範囲等の位置はそれぞれ自車両の所定位置を基準とした
角度で表されるものとし、時刻ｔ１における非照射範囲の左側境界角度をＭＬ１、時刻ｔ
２における非照射範囲の左側境界角度をＭＬ２、セグメントＳ２の右側境界角度をＳ２Ｒ
、セグメントＳ３の右側境界角度をＳ３Ｒ、セグメントＳ４の右側境界角度をＳ４Ｒとす
る。この場合に、時刻ｔ１においては、ＭＬ１＜Ｓ２Ｒ＜Ｓ３Ｒ＜Ｓ４Ｒであるので、時
刻ｔ１における非照射範囲にはセグメントＳ２～Ｓ４が対応することが分かる。また、時
刻ｔ２においてＳ４Ｒ＜ＭＬ２であることから、時刻ｔ２における非照射範囲にはセグメ
ントＳ２～Ｓ４は対応していないことが分かる。これらから、セグメントＳ２～Ｓ４は、
時刻ｔ２において点灯状態に切り替えられると判断できる。
【００２７】
　この場合に、点灯状態に切り替えられる各セグメントにおける点灯タイミング（点灯時
期）は以下のように設定される。消灯状態から点灯状態に切り替えられる各セグメントＳ
２～Ｓ４が特定される。また、非照射範囲の移動方向（図２の例では右方向）が判定され
る。このとき、各セグメントＳ２～Ｓ４を点灯状態にする順序は、非照射範囲の移動方向
に対応して設定される。具体的には、まずセグメントＳ２が点灯状態に制御され、次いで
セグメントＳ３が点灯状態に制御され、次いでセグメントＳ４が点灯状態に制御される。
それにより、セグメントＳ２からセグメントＳ４にかけて順に連続して点灯状態に切り替
わる。
【００２８】
　点灯タイミングの設定方法の一例を以下に説明する。上記のように、時刻ｔ１における
非照射範囲の左側境界角度をＭＬ１、時刻ｔ２における非照射範囲の左側境界角度をＭＬ
２、セグメントＳ２の右側境界角度をＳ２Ｒ、セグメントＳ３の右側境界角度をＳ３Ｒ、
セグメントＳ４の右側境界角度をＳ４Ｒとする。また、時刻ｔ２において点灯状態に切り
替わるセグメントの数をＳＮ、点灯状態に切り替わるセグメントを外側（時刻ｔ１におけ
る非照射範囲に近い側）から数えた番号（「１」から順番に数えた番号）をＯＮ、最も速
い点灯タイミングのセグメントと最も遅い点灯タイミングのセグメントとの時間差をＬＴ
（例えば、１２００ミリ秒）、時間係数をＴ（例えば、１０）とする。このとき、セグメ
ント毎に点灯開始するまでの待機時間ＷＴは以下の計算式に基づいて設定することができ
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る。
　ＷＴ＝（ＬＴ×ＯＮ×（ＯＮ－１））／（ＳＮ×（ＳＮ－１）×Ｔ）［ｍｓ］
【００２９】
　図２に示した例では、例えば時間差ＬＴ＝１２００ミリ秒、時間係数をＴ＝１０と想定
した場合には、セグメントＳ２（番号ＯＮ＝１）の待機時間ＷＴは０、セグメントＳ３（
番号ＯＮ＝２）の待機時間ＷＴは４０［ｍｓ］、セグメントＳ４（番号ＯＮ＝１）の待機
時間ＷＴは１２０［ｍｓ］となる。このため、セグメントＳ２は直ちに点灯状態に制御さ
れ、その４０ミリ秒後にセグメントＳ３が点灯状態に制御され、セグメントＳ２の点灯か
ら１２０ミリ秒後にセグメントＳ４が点灯状態に制御される。
【００３０】
　図３は、車両用前照灯システムの動作手順を示すフローチャートである。以下、このフ
ローチャートを参照しながら車両用前照灯システムの動作を詳細に説明する。
【００３１】
　カメラ１０によって得られた画像に基づいて、車両検出部１１により前方車両が検出さ
れると（ステップＳ１１）、光照射範囲設定部１３は、前方車両の位置に基づいて光照射
範囲および非照射範囲を設定する（ステップＳ１２）。
【００３２】
　切替セグメント判定部１４は、光照射範囲設定部１３によって設定される光照射範囲お
よび非照射範囲に基づいて、点灯状態に切り替えられるセグメントが複数あるか否かを判
定する（ステップＳ１３）。
【００３３】
　点灯状態に切り替えられるセグメントが複数存在する場合に（ステップＳ１３；ＹＥＳ
）、移動方向判定部１５は、車両検出部１１の検出結果に基づいて前方車両の種別が「先
行車」であるか否かを判定する（ステップＳ１４）。
【００３４】
　前方車両が先行車である場合に（ステップＳ１４；ＹＥＳ）、移動方向判定部１５は、
光照射範囲設定部１３によって設定される非照射範囲の移動方向が左方向であるか否かを
判定する（ステップＳ１５）。この非照射範囲の移動方向は、先行車の移動方向を反映し
たものとなる。
【００３５】
　非照射範囲の移動方向が左方向である場合に（ステップＳ１５；ＹＥＳ）、点灯時期設
定部１６は、各セグメントの点灯順序を「右から左」に設定する（ステップＳ１６）。他
方で、非照射範囲の移動方向が左方向ではない、すなわち右方向である場合に（ステップ
Ｓ１５；ＮＯ）、点灯時期設定部１６は、各セグメントの点灯順序を「左から右」に設定
する（ステップＳ１７）。
【００３６】
　次いで点灯時期設定部１６は、設定した点灯順序に従って各セグメントの点灯タイミン
グを設定する（ステップＳ１８）。点灯制御部１７は、光照射範囲設定部１３によって設
定された光照射範囲および非照射範囲と点灯時期設定部１６によって設定される点灯タイ
ミングに基づいて、各セグメントを個別に点灯又は消灯させるための配光パターンを形成
するための配光制御信号を各ランプユニット２０Ｒ、２０Ｌへ出力する（ステップＳ１９
）。
【００３７】
　他方で、上記したステップＳ１４において前方車両の種別が「先行車」ではない、すな
わち「対向車」であると判定された場合に（ステップＳ１４；ＮＯ）、移動方向判定部１
５は、自車両が左車線を走行中であるか否かを判定する（ステップＳ２０）。この判定に
は、例えば車両検出部１１において自車両の走行車線を検出するようにしてその検出結果
を用いることができる。
【００３８】
　自車両が左車線を走行中である場合に（ステップＳ２０；ＹＥＳ）、点灯時期設定部１
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６は、各セグメントの点灯順序を「右から左」に設定する（ステップＳ２１）。他方で、
自車両が左車線を走行中ではない、すなわち右車線を走行中である場合に（ステップＳ２
１；ＮＯ）、点灯時期設定部１６は、各セグメントの点灯順序を「左から右」に設定する
（ステップＳ２２）。
【００３９】
　次いで点灯時期設定部１６は、設定した点灯順序に従って各セグメントの点灯タイミン
グを設定する（ステップＳ１８）。点灯制御部１７は、光照射範囲設定部１３によって設
定された光照射範囲および非照射範囲と点灯時期設定部１６によって設定される点灯タイ
ミングに基づいて、各セグメントを個別に点灯又は消灯させるための配光パターンを形成
するための配光制御信号を各ランプユニット２０Ｒ、２０Ｌへ出力する（ステップＳ１９
）。
【００４０】
　なお、上記したステップＳ１３において、点灯状態に切り替えられるセグメントの数が
複数ではない場合（セグメント数が１または０）である場合には（ステップＳ１３；ＮＯ
）、点灯タイミングの制御は行われず、光照射範囲設定部１３によって設定される光照射
範囲および非照射範囲に基づいた通常の配光制御信号が実行される。
【００４１】
　図４（Ａ）、図４（Ｂ）、図４（Ｃ）は、本実施形態の車両用前照灯システムによる動
作内容の一例を示す概念図である。図４（Ａ）に示すように、前方車両が図中左方向へ移
動しており、それに伴って特定される非照射範囲の移動方向が左方向であるとする。この
とき、時刻ｔ１においては、非照射範囲に対応するセグメントＳ６～Ｓ１０は消灯状態に
制御され、光照射範囲に対応するセグメントＳ１～Ｓ５は点灯状態に制御されている。
【００４２】
　時刻ｔ１の後の時刻ｔ２においては、図４（Ｂ）に示すように前方車両が移動したこと
で、非照射範囲が移動し、それに伴ってセグメントＳ４～Ｓ７が消灯状態に制御され、セ
グメントＳ１～Ｓ３、Ｓ８～Ｓ１０は点灯状態に制御される。このとき、非照射範囲の移
動方向（図中右から左）に対応して、セグメントＳ８～Ｓ１０は、セグメントＳ１０、セ
グメントＳ９、セグメントＳ８の順に時間差を設けて点灯状態に制御される。その結果、
セグメントＳ１０からセグメントＳ８にかけて段階的に点灯する。この点灯タイミングの
違いを図４（Ｂ）ではハッチング密度の違いにより表現している。各セグメントＳ８～Ｓ
１０が順次点灯状態に制御された後は、図４（Ｃ）に示すように、各セグメントＳ８～Ｓ
１０がすべて規定の光強度による点灯状態となる。
【００４３】
　図５（Ａ）、図５（Ｂ）は、比較例の車両用前照灯システムによる動作内容を示す概念
図である。ここでいう比較例とは、光照射範囲と非照射範囲に対応して単に各セグメント
を点灯状態または消灯状態に切り替える車両用前照灯システムのことである。図５（Ａ）
に示すように先行車である前方車両が図中左方向へ移動しており、ある時刻ｔ１において
非照射範囲に対応するセグメントＳ６～Ｓ１０が消灯状態に制御され、光照射範囲に対応
するセグメントＳ１～Ｓ５が点灯状態に制御されている。その後の時刻ｔ２においては、
図５（Ｂ）に示すように前方車両が移動したことで、非照射範囲が移動し、それに伴って
セグメントＳ４～Ｓ７が消灯状態に制御され、セグメントＳ１～Ｓ３、Ｓ８～Ｓ１０は点
灯状態に制御される。このとき、消灯状態から点灯状態へ切り替えられたセグメントＳ８
～Ｓ１０では急激な光強度の変化により、運転者等に違和感を生じさせる可能性がある。
【００４４】
　以上のように本実施形態によれば、複数のセグメントの各々に対して個別に光照射可能
な車両用前照灯システムにおいて、光照射状態の切り替え時における運転者等への違和感
を軽減することが可能となる。
【００４５】
　なお、本発明は上述した実施形態の内容に限定されるものではなく、本発明の要旨の範
囲内において種々に変形して実施をすることが可能である。例えば、上記した実施形態で
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は個別に光照射可能な複数のセグメントとして車幅方向に配列された複数のセグメントを
例にして説明していたが、複数の方向、例えば車幅方向と車高方向の二方向に複数のセグ
メントが配列されている場合においても同様にして本発明を適用可能である。
【符号の説明】
【００４６】
　１０：カメラ
　１１：車両検出部
　１２：制御部
　１３：光照射範囲設定部
　１４：切替セグメント判定部
　１５：移動方向判定部
　１６：点灯時期設定部
　１７：点灯制御部
　２０Ｒ、２０Ｌ：ランプユニット（車両用前照灯）

【図１】

【図２】

【図３】



(9) JP 6545496 B2 2019.7.17

【図４】 【図５】



(10) JP 6545496 B2 2019.7.17

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００９－２１８１５５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１３－０５４９９３（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１１／０２６７４５５（ＵＳ，Ａ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６０Ｑ　　　１／１４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

